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はじめに

　前回、「経営の責任者」である理事長と、

「診療面の責任者」である院長は、共に医師

でなければならず、病院経営・運営には、

両者の相性や意思疎通が大切と記述しまし

た。

　そのほかに付け加えると、本年度から始

まっている「医師の働き方改革」に伴い、

経営者側に今まで以上に必要となるのは、

自院の勤務医との関係と、地元医大の各医

局との関係です。

　診療報酬算定基準を含め、病院は勤務医

の人員数が不足すると運営困難に陥り、さ

らに地元医大との関係が良好でないと、医

師派遣を含め非常に厳しい実情を突き付け

られます。実際に、診療科ごとでの勤務医

師の一斉退職により、医療提供機能を変更

した病院や、休院・閉院さらには廃院した

病院も存在しています。

　勤務医の定着性や補充していけるルート

を確保しておくことについても、理事長と

院長が“息を合わせ”両輪になって対応し

ていくことが、病院およびその経営の存続

のカギとなっています。特に本年度から始

まった「医師の働き方改革」により、医療

法人の病院では、その内規等整備や計画対

応において、大きく経営が左右されると考

えられます。

院内理事会での院長からの動議

　さて、C病院に新しい院長が赴任してき

てから2年程度が過ぎたころでした。病院

の現状について、また新たに理解してもら

うために院長と個別面談を繰り返し行って

いた時期で、いつものように月1回の定期

的な院内理事会の終盤に差し掛かった時、

いきなり院長から「理事長の退任」に関す

る動議が発せられたのです。

　噂の範疇ですが、院長の行動も事前に聞

いており、院長との個別面談の際には確認

もしていました。しかし唐突な動議であっ

ただけに、院内理事会に参加されていた理

事の方々はうつむき、その場が静まり返っ

たことを覚えています。

　院長の発言後に、理事長が憤慨した様子

で「どういうことだね……君は何を言って

いるのかね……この場で突然、失礼ではな

いか……」と話し出すと、院長は「このま

ま理事長が続けられると、この病院は診療

面の運営も、長期借入金を抱えた経営面で

も良くならない……運営も経営陣も刷新す

る必要がある……」という返答をしてきた

のです。

　そのあとは、他の理事が口を挟む間もな

く、二人の口論が続きました。理事長から
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は「院長として、君を連れてきたのは私で、

その後を託すことなどを相談しながら進め

ていこうと思ったが、この場で、君の口か

ら、私の退任の話が出てくるとは思わなかっ

た……君が院長を辞めたまえ、私は理事長

を続ける……」と憤った発言も出てきまし

た。それで、これ以上は感情論になると、

理事である副院長と事務部長がその場を鎮

め、後日、理事長と院長で話し合いをする

ことになったのです。

健康保険組合が入っての仲裁劇

　その後、理事長と院長は顔を合わすこと

を避け、話し合いも並行線が続きました。

また、今でも院長の気持ちが分からないの

ですが、彼は病院を辞めることなく、在職

し続けていたのです。

　病院内の雰囲気は良くなくて、さまざま

な噂も飛び出してきました。このまま長引

かせることもできない状況を考え、事前に

副院長と事務部長と話し合いをしたうえで、

健康保険組合（以下、健保組合）の役員や

その企業の代表取締役に相談を持ち掛けま

した。すると代表取締役から提案があり、

「私が仲裁役に入り、両者の話を聞きましょ

う……それからどうしていくか決めましょ

う」ということになったのです。

　後日、理事長と院長、そして健保組合側

として代表取締役の三者での話し合いが行

われました。結果としては理事長が来年度

の社員総会で任期満了を迎えることから、

退任し退職することが決まり、いったん、

理事長職を古株の名誉院長をしていた方に

お願いすることになりました。そして、ペ

ナルティーはありましたが、院長はそのま

ま残留という結末になったのです。

　どうにも腑に落ちない結末ですが、汗を

かいて調整役として動き回った私としては、

一つの方向性が見えた点では、その時点で

はホッとした心境があったのも確かでした。

理事長の決断と顛末

　実際には理事長は、三者で話す前から自

分の進退を決めており、私も前もって理事

長から話を聞いてはいたのです。理事長自

身、病院の移転新築が完成し、成功をおさ

めたこともあり、年齢的および身体的にも、

遅かれ早かれ引退を考えていたとのことで

した。

　また、自分が招聘した院長からの発言で、

理事長を継続していく気が萎えてしまった

とのことでした。そして現状の病院の雰囲

気や今後を含めて考えた結果、“身から出た

錆”ということで、引退時期を早め、自分

が身を引くという結論に達したようです。

　ですから、三者での話し合いでは、理事

長職を継続しない旨を話し、来年度の任期

切れとともに、理事長退任および病院を退

職することを自ら伝えたとのことでした。

　その後、C病院が平穏を取り戻すまでに

は、かなりの時間が費やされました。医療

提供体制やその機能などをしばしば変貌さ

せながら、地域医療を担っているとのこと

です。私も15年間続いたC病院でのコンサ

ル活動を今は終えています。


